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《本号の表紙絵》

木曽街道六十九次内柏原宿
（廣重画　大判錦絵　揃物（24.4×36.6））

近江路に入り，最初の宿場が柏原宿である．（江戸から 61番目）この後，木曽街道は醒ヶ

井，番場と続いていく．この柏原で有名なのはモグサで，特にこの絵にある亀屋は福助人形

とともに今日でも現存している．このモグサの原料となるヨモギは伊吹山で採集されたもの

が最上とされている．伊吹山は石灰岩地質で，しかも日本海側から吹きつける風が特有な気

象条件を作り，豊かな植物相を形成する．国の天然記念物として伊吹山項草原植物群落が指

定され，イブキトリカブトを始めとして豊富な薬草群落が存在する．伝承であるが，織田信

長はポルトガル宣教師に伊吹山で薬草園を作らせたという．この伊吹山は『古事記』，『日本

書紀』の日本武尊伝説は有名で，中でも「をえ」という気を失う行為が神と結びつきを示す

ことにより，今日注目されている．

現在，柏原宿は街道沿いの電柱を地中化して往時の宿場の面影を再現しており，次の醒ヶ

井宿とともに近江観光の一翼を担っている．
（西巻　明彦）


